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Abstract 
The present study aims to investigate possible methodologies for the analysis of 
contact situations involving Koreans as speakers grown up in a monolingual society, 
which is similar to the language environment among Japanese. In order to explore 
further possibilities related to the study of contact situations, I shall look into the 
interrelation of the following issues: participant’s background such as his/her speech 
community, community type, present language use and past language learning 
experience, personal network; types of contact situation he/she is involved; and the 
viewpoint of the participant. 
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グローバリゼーションによる人々の移動や社会の変容が接触場面の参加にも様々な
変化をもたらしていることは知られている．こうした変化は「接触場面の変容」とされ，
それを捉えるための研究方法の議論が様々な角度から行われている．中でも異なる言語
背景をもつ人々の接触場面の参加や言語使用意識をめぐる問題は，接触場面の変容を捉
える一つの手がかりになるとして注目されている．本稿では，単言語社会という日本の
言語環境と類似した言語環境をもつとされる日本在住の韓国人を対象に，彼らが参加す
る接触場面の実際を捉えるための研究方法の可能性について考えていきたい． 
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2009 年末現在において日本に登録されている外国人登録者数は 221 万 7,426 人を数え，
人口の 1.74％を占める2．彼らの多くは「生活者としての外国人」(ファン 2008)として，
使用言語や接触頻度にかかわらず，日本での様々な接触場面に参加しているとされる． 
日本に居住する外国人のうちおよそ 3 割を占めているとされる韓国人もその一人で，
彼らは日本社会において様々なコミュニティを形成しながら，「外国人居住者」として，
また「生活者としての外国人」として生活している．韓国人の多くは来日時期だけでは
なく，来日目的や居住地域，居住スタイル，言語習得の状況も様々である．しかし，彼
らが生まれた地理的な環境や，韓国語という言語的，社会文化的規範を共有する地域出
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身者であるという点では日本在住の韓国人の多くは共通する言語背景を持つ言語コミ
ュニティのメンバーであるといえる3．韓国は長年単一言語社会という特徴を持ち，こ
うした韓国人をめぐる言語環境は来日後の韓国人の言語習得や言語生活にも影響し，彼
らの日本での言語生活も日本語を中心とする単言語使用，または 2 言語を併用するタイ
プの人たちが多い．しかし，近年，韓国人をめぐる状況は，海外への移動，国際結婚，
韓国社会のグローバル化などにより大きく変わっており，多様な言語背景や異文化接触
の経験をもつ韓国出身者による国内外の接触場面の参加が増えている4．当然ながら，
日本における彼らの言語生活も変わってきており，韓国人が参加する接触場面は益々多
様化しているといえる．特に，来日した韓国人の多くは日本に長期滞在するケースも少
なくなく，当事者として接触場面の変容や外国人言語問題に深く関わっていることから
今後も多様化する日本社会の中心的なコミュニティ・メンバーになることは間違いない
だろう． 
一方，こうしたグローバル化に伴う接触場面の多様化の傾向は韓国人だけではなく，
ほかの単言語社会，多言語社会の出身者や，さらには特定のコミュニティに属さない多
言語使用者の言語環境にも大きな影響を与えている(高・村岡 2008 など)．そして，この
ような人たちが参加する接触場面や言語使用，言語問題を扱うための新たな接触場面の
研究方法が至急に求められる．とりわけ，日本に多く在住する韓国人がどのように接触
場面を捉え，どのように接触場面に参加しているかをみることは，接触場面の変容やそ
の研究方法を探る一つの手がかりになるだけではなく，日本における外国人問題を考え
る上でも重要な示唆を与えることができるだろう． 
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社会言語学における在日コリアンの研究は主にオールドカマーを対象とし，彼らの言
語生活や言語使用を調べたものが多く(マーハ 1997，植田 2001，前田 2003，金徳龍 2000，
金美善 2003，生越 1983，1991，任 1992，1993)，近年になってから日本に居住するよう
になった韓国人を対象にした研究はまだ少ない．生越(2005)は，ニューカマーに属する
在日コリアンを対象に彼らの言語使用意識を調べているが，それによると，ニューカマ
ーとしての在日コリアンの言語選択と言語使用には，本人の出身地や，20 年後の居住地，
親の出身地という要素が密接に関係しているという．またニューカマーの在日コリアン
の言語環境と言語生活の調査結果はオールドカマーの結果と比較すると共通するとこ
ろもあるものの，韓国語の言語使用意識においては違いが見られるという．つまり，ニ
ューカマーが韓国語を生活語として使用しているのに対し，オールドカマーは同胞とし
てのアイデンティティを確認する道具として，いわゆる社交語として韓国語を使用して
いるという.しかし，これらの在日コリアンの言語生活に関する調査のほとんどはアンケ
ートによるものであり，アンケートの結果がどの程度実際の言語使用の様子を反映して
いるかに関しては不明である． 
一方で，韓国人を対象にした接触場面研究については，主に日本語教育の視点から韓
国人非母語話者の言語問題や調整行動を取り上げているものが多い(金銀美 2005，キ
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ム・キョンソン 2008 など)．キム(2008)は韓国人超上級日本語話者を対象とした接触場
面を行っており，そこでは，韓国人超上級日本語話者は接触場面の参加において「同調
的な応答」，「時間稼ぎ」，「上昇イントネーション」などの事前調整のための様々な調整
ストラテジーを使っており,こうした事前調整の行うことによって接触場面での自身の
コミュニケーション行動を管理していることを明らかにしている．さらに，キム(2008)
はこのような韓国人超上級日本語話者の事前調整の例は相手の母語話者には留意され
ず，接触場面の言語問題として取り上げられないことが多いと指摘している．キム(2008)
の調査結果からは，超上級日本語話者が事前調整の内容や調整の頻度において明らかに
母語話者とは異なった調整を行っていることが見られており，さらに，他の日本語話者
の接触場面とも異なった調整を行っていることが明らかになっており，そこには従来の
接触場面の特徴とは違った接触場面の変容の一面が窺える． 
一方，キム(2008)ではこれらの接触場面において見られる事前調整の特徴が日本語非
母語話者に普遍に見られる特徴なのか，韓国人超上級話者に特有のものなのかについて
までは明らかにしていない．さらに，接触場面研究については，韓国人コミュニティ研
究と接触場面研究がそれぞれ個別に行われているものの，韓国人コミュニティの言語使
用意識に関する問題を実際の接触場面参加を中心に体系的に取り上げた研究はまだな
いのが現状である.韓国人が参加する接触場面の例から接触場面の変容を探っていくた
めには，言語コミュニティと接触場面の実際のインターアクションをつなぐための様々
な要素への考慮と，さらに，両者の関係をより総合的に捉えるための様々な視点への考
慮も必要であると考えられる． 
以下では，スピーチ・コミュニティ，コミュニティのタイプ，言語習得と現在の言語
使用，個人ネットワークなどの接触場面の参加者をめぐる背景と，参加者の視点を総合
的に捉えることによって接触場面変容研究の新たな可能性につて考えてみたい.その中
でも本稿では特に接触場面の参加者に焦点を当てて考えていきたい． 
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ファン(2006)は接触場面を考える際には，接触場面の場面性や参加者，接触場面のタイ
ポロジーなどの考慮が必要であると指摘している．中でも接触場面の「参加者」について
は，現在の接触場面のあり方，今後の接触場面の変容を考える上でも重要な要素の一つに
なると考える．本稿では，接触場面の参加者を考える意義，またその参加者を考える際に
必要な視点について，韓国人参加者の例から考えてみたい． 
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近年の接触場面研究においては，「母語話者」と「非母語話者」のカテゴリーに当ては
まらない言語背景をも持つ参加者が多く取り上げており，またこれらの人たちが参加する
接触場面では「母語話者」と「非母語話者」の役割にはそぐわない言語行動の例も多く観
察されている．こうした参加者の背景や役割に対する変化を捉え，従来の接触場面の枠の
中で記述していくためには「母語話者」と「非母語者」という従来の二項対立の分類だけ
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では不十分で，新たな参加者のカテゴリーの設定や分類が求められる．その一つとして，
二項対立となっている現在の参加者の分類をさらにいくつかタイプに細分化していくと
いう方法が考えられる．これは，言いかえると，接触場面の参加者のバリエーションを認
めることであり，そのバリエーションを捉えるための参加者のタイプをより細分化にして
いく作業を意味する．またこのような考えは決して「母語話者」と「非母語話者」という
参加者の設定そのものを否定したり，これに代わる別の二項対立を立てるということを意
味したりしていることではない．あくまでも「母語話者」と「非母語話者」というカテゴ
リーの存在は認めつつ，さらに両者の間にいくつかの分類を立てることにより，両方のカ
テゴリーに収まらない参加者の存在を捉えようとする考えである．例えば，「準母語話者」
や「多言語使用者」の分類もその一つである．こうすることにより，より多様な参加者の
接触場面をとらえることができると考えられる． 
一方，接触場面の調査においての参加者の扱いは単に調査対象者として扱われ，対象者
の社会的・言語的背景は補助的な情報として考えられることが多かった．接触場面の参加
者はどのようなコミュニティ(スピーチ・コミュニティ，外国人コミュニティなど)に属し，
現在の言語使用はどのような言語環境，習得によって形成されたものなのか，また接触場
面の参加者はどのような接触ネットワークをもち，インターアクションを行っているかと
いった，参加者についてのより多様なアプローチが必要であろう．以下では接触場面の参
加者を考える際のいくつかの視点について取り上げてみたい． 
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(1) 「スピーチ・コミュニティ」としての「接触場面の参加者」 
ファン(2006)は，接触場面では参加者を異なるスピーチ・コミュニティ(ことばの共同体)
の成員としての定義が必要であると述べている．ただし，ハイムズが指摘しているように
スピーチ・コミュニティの使用には慎重になる必要があり，言語とコミュニティが必ずし
も同一のものではないことと，スピーチ・コミュニティを考える際には「language field」
と「speech field」を異なる概念として認識する中で扱う必要がある. 
スピーチ・コミュニティは，発話に関する行動と解釈の規則に対する知識を共有する地
域社会として定義される．すなわち，インターアクション能力の共有がその基準となる．
そのときのインターアクション能力の共有は，言語形式や，コミュニケーション規範，社
会文化規範の共有からなるとされる(Hymes 1972，ファン 2006)．この基準からすると，例
えば，中国朝鮮族と在日韓国・朝鮮人との接触場面は，同じスピーチ・コミュニティによ
る場面ではなく，インターアクション能力が異なる参加者間の接触場面として捉えること
ができる．実際，韓国人と中国朝鮮人の接触場面の調査では，中国朝鮮族の参加者が当該
の場面をどのような「接触場面」として捉えるかをめぐって調整を行っていることが報告
されている(高，村岡 2009)．中国朝鮮族による韓国語使用の回避やコード・スイッチング
はスピーチ・コミュニティをめぐる管理の一つの例であるといえる． 
 一方で，スピーチ・コミュニティのメンバーは，常に同じレベルのインターアクション
能力を共有していることでもなく，また，一定のスピーチ・コミュニティに属さない参加
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者の接触場面参加もありうることを忘れてはならない．したがって，単純に接触場面の参
加者をあるスピーチ・コミュニティに結びつけて接触場面を特徴づけることは接触場面研
究を考える上では適切ではないと言えよう． 
 
(2) 「コミュニティ」としての「接触場面の参加者」 
コミュニティとは，その大きさに関わらず，階層化されてはいるが結束性のある集団と
定義される．ネウストプニー(1997)は接触場面での言語使用を言うとき，コミュニティと
いうものがその枠組みとなるとしている．さらに，コミュニティの中には，家族，友人，
隣近所，同好の集まりなどの小さい単位からなるコミュニティもあれば，町，県，国家な
どの大きいコミュニティもあるとしている．また，コミュニティは個人からなっており，
その個人は複数のコミュニティに属していることから，接触場面に参加する際は常にどの
ようなコミュニティとして参加するかを複数あるコミュニティの中から選択したり，調整
したりすると考えられる．接触場面の参加者が複数のコミュニティに属することは，属す
るコミュニティの規範や言語使用への選択につながり，こうしたコミュニティの選択から
も接触場面の変容の一面が窺えると言えよう． 
一方，接触場面の参加者は移民コミュニティ，ゲスト労働者コミュニティ，国際結婚，
留学生，観光客など様々なコミュニティに属するとされる(ネウストプニー1997).日本にお
ける接触場面の参加者の背景をより理解するには，彼らがどのような社会的なコミュニテ
ィに属しているか，また，それぞれのコミュニティに対し，他のコミュニティの参加者は
どのようなことを期待しているかについても考えることが必要である．同時に，コミュニ
ティ間の移動や，コミュニティ・タイプが常に流動的であることも考慮しければならない． 
 
(3) 言語習得と現在の言語使用から考える「接触場面の参加者」 
接触場面の参加者を母国での言語習得と現在の言語使用を基に分けると，①母国で単言
語話者で，日本でも日本語だけを使うモノリンガルタイプ，②母国で単言語使用者で，日
本で母語と日本語を使用するバイリンガルタイプ，③多言語使用者で，日本でも多言語を
使用するグループ，④母国で単言語使用者で，日本で多言語を使用するグループの 4 つの
言語使用グループに分けられる．単一言語社会という出身地の言語環境の影響を受けてい
るとされる韓国人の場合，①②のグループが多いと予想される．それは，これまでの韓国
人の接触場面研究が主に①と②のグループを対象にした研究が多かったことからも裏付
けることができる．しかし，③と④のタイプに属する参加者が増えてきている今日，言語
習得の背景を考える際にもより多様なタイプの参加者の言語習得を取り上げていくこと
が求められるし，またこれらの異なるグループ間の言語使用や言語管理がどのように異な
り，類似しているかについても比較・分析していく必要があるだろう． 
 
(4) 参加者の個人ネットワークと「接触場面の参加者」 
参加者の個人ネットワークを接触場面の 3 つの分類に従って①共通言語ネットワーク，
②相手言語ネットワーク，③第 3 者言語ネットワークに分けて考えることができる．個人
接触場面の変容と言語管理 
40 
のそれぞれのネットワークからはどのような言語意識・態度が予想され，それはどのよう
な言語管理の傾向と結び付けているかを分析する(村岡 2003)．例えば，多言語使用者の個
人ネットワーク(同一言語コミュニティとその他の言語コミュニティ)での言語使用では，
彼らの接触場面に向かう際の言語意識や言語管理の傾向を伺うことができる(高，村岡
2009)． 
以上，接触場面研究には接触場面の「参加者」に関わる視点が重要であり，これらの視
点は，接触場面の実際のインターアクションの分析や言語管理を把握する上で有効な手が
かりになると考えられる． 
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以下では日本在中の韓国人，いわゆるニューカマーとして来日した在日韓国人(韓国出
身者)を対象にした接触場面を取り上げ，さらに言語バイオグラフィーという具体的な調
査方法を使うことにより韓国人の接触場面研究の可能性を探っていく． 
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言語バイオグラフィーは，非構造化インタビューにより，調査対象者の生い立ちから言
語形成，言語学習，言語使用についてのあらましを記述する方法である(Nekvapil 2003，
村岡 2008).今(2009)では，言語バイオグラフィーを使って韓国人のインターアクション行
動を調査しており，それにより韓国人居住者の言語意識，言語管理の特徴につながる手が
かりを探っている．本稿でも参加者により語られる事実レベルのデータ，主観的なレベル
のデータを基に，特に言語環境が変化した部分を中心に，参加者の接触場面に対する意識
や態度，言語使用が来日前と後においてどのように現われ，変化しているかを見ていく． 
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 KR 
出身 韓国・ソウル 
性別・年齢 女性・50 代後半 
日本滞在歴 26 年 
家族構成 3 人（子供 1 人，日本人夫） 
職業 主婦，週 2 回(韓国語教室で韓国語を教える) 
インタビュー時間・使用言語 180 分，韓国語 
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KR は韓国の単言語社会といわれている環境で言語を形成した．高校卒業まで母語であ
る韓国語で生活していた．周りに外国人の友人もおらず，学校でも勉強以外では外国語に
触れる機会もほとんどなかった．高校卒業後は当時の政府が派遣するコンピューター研修
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生に応募し，1973 年には同一会社から研修生として日本に派遣される．1 年間の研修生活
を終えた後は，韓国に戻り，日系の会社や韓国系の会社で 6 年間働く．その後，仕事の関
係で知り合った日本人男性と結婚し，1983 年(再来日 10 年後に)に来日(東京)する．現在
は子供と夫，3 人で千葉県内に居住している． 
 
(1) 来日前と直後の日本に対する意識 
KR は国際結婚による再来日する前に仕事で日本に 1 年間滞在することがあったが，そ
の時の日本の印象について次のように語っており，来日前から日本に対し好印象を持って
いることが伺える． 
 
KR:「日本に対する印象はまるでパラダイスのような強い印象をうけた．それ以来，日
本人や日本社会について常に憧れを持っていたので，再来日したときはとても感激
した．」 
 
(2) 来日前と直後の日本語の習得に対する意識 
KR は，日本語は研修生として来日した時の 1 年間と，韓国に帰った後は会社の仕事な
どで覚えたという．日本に来てからも学校や誰かに教えてもらうこともなく，自らも日本
語を意識的に学習するという意識もなく，夫との会話や近所との付き合いなどで自然に習
得したという． 
KR は日本語の習得や使用について次のように語っている． 
 
KR：「韓国で漢字を習っていたので，日本語は習得しやすかった．特に学校とかで正式
に日本語を習おうとする意識はなかった．簡単な会話や仕事で使うことばくらいで
きればいいと思った．」 
 
(3) 来日後の日本語の使用状況 
KR の日本での生活は，ほぼ日本語が中心だった(23 年間)．周りに韓国人ネットー
クがなかったこともあり，また，生活のためには家庭でも外でも日本語を中心とする
生活だったという．子供に対しても母語の韓国語はほとんど使うことがなく，子供と
のやりとりは子供が大学で韓国語を習うまでほとんど日本語であったという．しかし，
3 年前のある日，ボランティア活動でたまたま知り合った韓国人と韓国語で話した時，
母語の韓国語が普通に話せないことに気付いたという．KR はその時から NHK の韓国
語講座などを見ながら，母語である韓国語の勉強を始めたという．韓国放送を聞き，
韓国語の本を読み，韓国語の授業にも生徒として参加するなど，韓国語を取り戻すた
めに積極的に自身の言語使用を管理したという．KR はその時の自身の言語意識の変
化について次のように語っている． 
 
KR:「母語は使わなくても常に自分のなかにインプットされていると思っていた．
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使わないうちに母語が使えなくなっていたことに気付き，とてもショックだっ
た．同時に，日本語での生活にとても疲れを感じた．」 
KR:「日本語がそれほど上達しなかったのも母語が上手く話せなかったことに原因
があると思った．今のように話すようになるまで 3 年もかかった．いまも自分
の韓国語能力は 60%しかないと思っている．」 
 
(4) 現在の言語使用状況・言語意識 
KR はこのごろから地域のボランティア活動にも積極的に参加し，多様なネットワ
ークを持つようになったという．またこうしたボランティアの活動から韓国語を使用
する機会が増え，現在は日本語と韓国語を併用しながらも韓国語を中心とする生活を
しているという．KR は現在の自身の言語使用について次のように報告している． 
 
KR：「日本人との交流を通じて，日本の社会や日本語のこと，また韓国の社会やこ
とばについて感心を持つようになり，日々新しい情報や知識を得るための勉強
と常に自分の言葉づかいを振り返りながら言語使用を意識する．」 
KR：「3 年前までは日本語が中心だったし，何でも日本式で考えようとした．現在
は，相手や場面によってことばを選んでいるし，日本語で話す時でも自分の考
えや気分で判断したり，行動している．日本のことも韓国のことも両方理解で
き，両方のことばが話せることが今はとても誇りに思う．」 
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このような KR の言語バイオグラフィーからは以下のような接触場面の参加者の
様々な性質が伺える．  
(1) 韓国の社会�化��，韓国語の言語��，コミュニ�ーション��を�にするインタ
ーアクション能力が日本での生活で�年使用され�，��される. 
KR にとっての日本での接触場面の参加は，異なるスピーチ・コミュニティとして接触
場面の参加ではなく，相手のスピーチ・コミュニティに同化するための参加であった可能
性が考えられる． 
(2) 自分のアイ�ンティティを�したいという意識が強くなる． 
以前は単純に日本人妻という意識しかなかったものの，自己の存在や所属をはっきりと
外国人コミュニティとして位置づけることによって，多様なネットワークをもつようにな
り，さらにそれは多様な接触場面の参加につながっている． 
(3) �得言語と現在の使用言語に変化が現れる 
KR は，来日前と直後は KR のめぐる言語環境から母国において単言語話者で，日本で
日本語中心のモノリンガル・グループに入っていたとされる．しかし，時間が経つにつれ
韓国語と日本語の 2 言語を使用するバイリンガルの言語グループに変わっている．こうし
た KR の言語環境への変化は，実際のインターアクション場面においても，KR が日本語
母語話者のことば遣いを留意したり，韓国人の日本語風の話し方を留意したり，あるいは
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自己の韓国語を管理したりする形で現れている． 
(4) ネットワークに変化が現れる 
KR は，来日直後は日本人のネットワークしか持っていなかったため，ネットワークの
使用や接触場面の参加においても自分を常に抑制した形での選択や参加しかできなかっ
た．しかし，現在においては，在日朝鮮人のネットワーク，韓国人ネットワークなど様々
な接触ネットワークが増えることにより，接触場面の参加や言語使用においてもバリエー
ションが見られる．  
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以上，言語バイオグラフィー調査方法を使用し，ある韓国人の接触場面の参加者がどの
ような言語背景からどのように言語を習得し，またどのように接触場面のインターアクシ
ョンに参加していたかについて取り上げてみた.こうした調査からは韓国人の接触場面研
究と接触場面の変容について次のような点が示唆できるだろう. 
(1) KR のような言語背景を持つ韓国人にとって日本での接触場面の参加は，常に自己を
抑制した形での参加であり，つまり，個と個での対等な関係の接触場面ではなく，一方的
に相手言語を受入れる形での参加であった可能性が高い．それは接触場面の形をとってい
るものの，弱い接触場面の形になっていたと考えられる． 
(2) このような形の参加は，ポスト近代以前のパラダイムの中の接触場面の参加にも似て
おり，ニューカマーの在日コリアンの中には，KR のような言語意識や接触場面の参加を
してきた人たちが少なくないと予想される．従来の接触場面の研究においてあまり取り上
げることのなかった KR のような接触場面の調査は，韓国人の接触場面の研究において「参
加者」の視点がいかに重要であることを示唆しており，またこうした様々なタイプの参加
者の背景や彼らの言語意識や言語使用を取り上げることは，接触場面の変容を考える上で
重要なヒントになると考えられる． 
(3) 今回の言語バイオグラフィーによる調査は一例に過ぎず，上記の結果を韓国人接触場
面研究の特有のものとして一般化するには調査も分析もまだ不十分な点が多い．しかし，
今回の考察からは，少なくとも韓国人の接触場面研究を考える際には「参加者」に関わる
いくつかの視点や言語バイオグラフィーという調査方法が一つの手がかりになることは
間違いない．また，接触場面研究の具体的な研究方法については今後さらに調査分析を進
めていく必要がある． 
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1 生越(2005)では日本に居住する韓国人においては，来日時期によって大きく二つに分けることが
できるとしている．一つは日本の植民地時代前後に来日した人たちとその子孫で，いわゆるオール
ドカマー（old comer）で，もう一つのグループは近年になってビジネスや結婚，留学などのために
来日した人たちと家族で，いわゆるニューカマー(new comer)と呼ばれる人たちである(生越 2005；
11)．本稿では後者のグループのうち，韓国籍を持つ人たちを対象にしている．ニューカマーと在日
の関係については前田(2005)が詳しい． 
2 法務省ホームページ(http://moj.jo.jp/)「平成 20 年末現在における外国人登録者統計について」よ
り． 
3 法務省が発表した外国人登録者統計によると，2009 年現在で，日本には 58 万 9,239 人の韓国籍，
朝鮮籍の人が暮らしており，全体の来日外国人の数からすると中国に続き第 2 位となっている．ま
た，平成 20 年に入国者した外国人のうち，韓国籍を持った入国者が 265 万 5.377 人でもっとも多く，
全体の入国者の約 3 割を占めている． 
4 日本人の国際結婚のカップルのうち配偶者の片方が韓国・朝鮮籍(在日を含む)を持つカップルの
数は 40.272(2005 年現在)で，日本人との国際結婚による日本への移住者は年々増えている． 
